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   Though the retrograde pyelography can make the clearest figure in all  pyelographies,  it 
has two failures, one is the renal pain, the other is infection. As the renal pain, follow-
ing— 
   In the cases that 20%  Iodnatrium, 33% Sugiuron, 30% Urokolin, 50% Hypaque and 60% 
Urografin were used by the same quantity and speed in 724 patients, the rate of manifes-
tation in the pain of renal region was studied. 
   Renal pain occured in each contrast solution ;  Iodnatrium 58.5%, Sugiuron 6.4%, Uro-
kolin 8.2%, Hypaque 5.8% and Urografin 2.0%. 
   Using the each contrast solution in the same manifestation, the frequent renal pain oc-
cured in  Iodnatrium. 
   As the contrast solution stimulates the mucous membrane of pelvis and the construc-
ture in pelvic wall occured, the renal pain reveals. 
   Diluting the contrast solution, in order to decrease the stimulation of mucous membrane 
of pelvis, the occurence of the renal pain showed the decrease in  Iodnatrium only, on 
the contrary of it the other showed the increase. 
   This cause will be occured by the viscosity of contrast solution. 
   Then, the minimum density that can use in the manifestations was followed ;  Iodna-
trium 13.3% (w/v), Sugiuron 22%  (w/v), Urokolin 20% (w/v), Hypaque 20% (w/v) and 
Urografin 20% (w/v).
1緒 言





この中最も簡便 なのは排泄性腎孟撮 影法で あ
つて,之は別名非逆行性腎孟撮 影法(11011retr(ト
gradepyelography),上方 よりの腎孟撮 影 法
(Pyelographievollobe11),間接的腎孟撮影 法
(mittelbarePyelographie)等と呼ばれ,造 影
剤を経 口的,直 腸的,静 脈的或は胸骨内注射等
に より投与 し,之 が腎臓 より腎孟へ と排泄 する
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所 を レ線撮影に より描 出する方法が多年研究 さ
れ て来た.こ の方法は1923年Rowntree等に
よ り静脈注射腎孟撮 影法(intravenouspyelo・
graphy)が創始せ られ,そ れ と相 前 後 し て





が,Wolke等 によ り直腸的腎孟撮 影法(per-
rectalpyelography)が行われ,更 に1947年岩
下氏 によつて胸骨内注射腎孟撮影法(intraster-
nalpyelography)が始 め られた.然 し静脈注
射腎孟撮影法 と胸骨 内注射 腎孟撮 影法以外 の方
法は一般に鮮 明な像が得 られ ない.経 腰的腎孟




も腎機 能の著 しい低下乃至廃絶のため,排 泄性
腎孟撮 影法 にても腎孟像 の現われない場合 に経
腰的に直接腎孟 を穿刺 し,そ の穿刺針 を通 して
腎孟内に造 影剤 を注入 して腎孟像 を描 出す る方
法で ある.之 は腎孟 があ る程度拡張 した水腎症
では極 めて容易 に且 つ安全 に実施 し得 る方法で
あ る.
然 し乍 ら,排 泄性 腎孟撮影法は,そ の腎孟 の
造 影度に於 て逆行性 腎孟撮影法には遙かに及ば
ない.そ の為我 々泌尿器科医は技術的 困難 を克
服 して,出 来得 る限 り逆行性 腎孟撮影法 を日常
行 い,そ の補足的診断法 として,或 は逆行性腎
孟撮影法が不可能な場合 に排 泄性腎孟撮影法を
行 い,こ の両者 が不能の場合 に経腰的腎孟撮 影
法 を行つている.
斯 の如 く腎孟 撮影 に際 して最 も重要 な逆行性
腎孟撮影法は,1904年Kloseによつて蒼鉛剤
を用 いて試み られた のに始 る.併 しこの試みは
不成功 に終 り,そ の翌年 の1905年にLichten-
bergandVoelkerはコラル ゴール(Kolloid
Silber)及びピェ ロソ(KolloidSilberIodo)
の溶液 を体温に温 めて使用 し,初 め て 成 功 し


















































スギ ゥロソは杉 井 氏(1933)の創 製 に よ る もので 上
記構造式 を有 し,肉 色 針状 の 結 晶 で ヨ ー ド禽 有量51.
4g%,溶解慶85,比重1.214～1.233(25℃)で淡 黄 色
澄 墾中雛 の溶 液 で あ る.之 ほ 市 販 の33%の もの と,之
と滅菌蒸 溜 水を1;O.5の割 に 加 え た22%の もの との







ウロコ リンは上 記構 造 式 を有 し,こ の ナ トリ ウム塩
は操作 を加 え る と水 に70%ま で溶 け,ヨ ー ド含 有量
6§.8%,姥露 は3§%でL2(護},P…{7.9～7.4の溶 液 で
ある.之 は布販 の30%のもの と,之 を 滅 菌 蒸溜 水 を1






ハイペ ツクは上 記 構造 式 を有 し,白 色 無 定 型 結 晶
でss一罫含 麿量 濾59.87%であ 参,潅 飯 の 弱%液 は
pH7.0～7.5であ る.之 は 市 販 の50%の もの と,之 と
減 菌蒸溜水 を1;0.5に加え た33.3%の もの との2種
類 を使用 した.






















































造 影 剤 名



















造 影 剤 名 度 例
w/v数
有 痛 症 例 数
疹痛の
程 度 合計 率
+囲冊
・一・ナトリウ・ls%幅
ウ ロ コ リ ン
ハ イ ペ ツ ク















































































痛を来たす症例が5例 あつた.し かし20%ヨー ドナト
リウムで無痛で,他 の造影剤で疹痛を来たした症例は
無かつた.
第3表 同 一 症 例 に 於 け る 疹 痛 発 現 比 較逮 No.1
20%ヨ 一ー ド ナ ト リ ウ ム 十
33%ス ギ ウ ロ ン
30%ウPコ リ ン
50%ハ イ ペ ツ ク
No.2












































た。稀釈 方法 は,20%ヨ ー ドナ トリウム と市 販 の33%
スギ ゥロソ,30%ウ ロ コ リソ,50%ハ イペ ツク.60%
ウログラフイ ンに夫 々滅 菌蒸 溜 水 を 加 え て原 造 影剤 と
蒸溜水 との割 合 を1=0.5,1=1.5,1=2,1
2.5,1:3とした,斯 くして撮 影 した 腎孟 像 を詳 細
に検討 して,微 細な 変 化迄 原 造 影 剤 と同 じ く判 定 出来
る限度 を調べ た.
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2.実 験 成 績
各 造影 剤 の 稀釈 可 能 限度 は 第4表 に 示す 如 くで あ
る.即 ち ヨー ドナ トリウムは 稀釈 倍 数 は1.5倍の13.3
%(w/v)迄,ス ギ ウPン 及 び ウロ コ リソ も1.5倍の22
%(w/v)及び20%(w/v)迄,ハイベ ツ クは2.5倍の20
%(w/v)迄,ウ ログ ラフ イ ソは3倍 の20%(w/v)
迄 は 判定 に十 分 な造 影 力 を有 してい る事 を知 つ た.
第4表 造 影 剤 稀 釈 可 能 限 度
造 影 剤 名
20%ヨ ー ドナ ト リ ウ ム
33%ス ギ ウ ロ ン
30%ウ ロ コ リ ソ
50%ハ イ ペ ツ ク
60%ウ ログラ フ イン
原 造 影 剤 と 蒸 溜 水 と の 比
1・。.511・111・1・ ・1,・211・2.・1113
十 士
稀 釈 可 能













IV総 括 並 び に 考 按
著者は本篇 に於 て,上 述 の如 く逆行性 腎孟撮
影に於ける腎部痛疹 と造 影剤 の種類 と の 関 係
と,各種造影剤 の稀釈可能限度 に就 て 検 討 し
た.
先ず腎部疹痛 と造影剤の種類 との関係 に就 て
述べる.腎 孟に注入 した造影剤は ヨー ドナ トリ
ウム,ス ギ ウロソ.ウ ロコリン.ハ イペ ツク及
びウログラフイソの5種 類 であるが,そ の中無
機のヨード剤であるヨー ドナ トリウムを使用 し
た場合は,他 の4種 類の有機 の ヨー ド剤 の造影
剤に比較 して腎部疹痛 を来たす頻 度が非常 に多
く,135例中79例(58.5%)に発現 して其 の程
度も強かつた.次 いでウ ロコ リソが97例中8例
(8.2%),スギ ゥロンが78例中5例(6.4%)・
ハイペツクが60例中3例(5 .QgoK)で,この3
者は大体同様 の成績を示 し,ウ ログ ラフインは
354例中7例(2.0%)で 最 も良好 な成 績を示 し
た.腎孟内に造影剤 を注入 した場合 の疹痛 の原
因は,造 影剤の腎孟粘膜刺戟 の他に注入量,注























載 がな く,僅 かに新谷氏(1957)が尿 道撮 影に
同様 の造影剤を使用 した場合 ヨー ドナ トリウム
が尿道粘膜 を刺戟 したと述べてい る の み で あ
る.
腎孟内に注入 され た造影剤は速 かに尿 と共 に
尿 管を下降 して腎孟外 に排泄 され るものでは あ
るが,如 何に優 良な造影剤 と錐 も一時的にせ よ
腎孟 内に停滞 して腎孟粘膜を刺戟 し,時 には腎
実 質内に浸透 して腎機能 に多少な りとも影響を
与 える以上,注 入され る造影剤は出来 るだけ稀
薄 な濃度で ある方が良い事は云 う迄 もない.即
ち逆行性腎孟撮 影に使用 され る造 影剤は腎孟 一
腎杯 の微細な変化 を充分判読 出来 る範囲内 に於
て,最 低濃度 を使用すべ きで ある.そ こで著者
は各種造影剤に蒸溜水 を加えて種 々の段階 に稀
釈 し,之 を腎孟 に変化が ないか,あ つても軽微
な症例の一方 の腎孟 に注入 し,他 側 には対照 と
して稀 釈 してない造影剤 を注入 して腎孟撮影を
行い腎孟像 を検討 した.造 影剤を稀釈すれば勿
論影像はやや薄 くな るが,排 泄性腎孟撮影像 よ
りは遙かに濃厚な像 を示 し,稀 釈 がある限度に
達す る迄 は十分微細な変化 を判読 出来 る.こ の











の何れも排泄性腎孟撮影 に関 してのもので あつ
て逆行性腎孟撮影に関するものは全 くないと云
つ ても過言 でない.即 ち床井氏(1939),清 水
氏等が試験管内で造影剤 の稀 釈を行つて レ線を
照射 し,影 像 の濃淡を比較 してい るに過 ぎず,
著者の如 く臨床的に実験 した報告は これが始 め
てで ある.
以上 の結果か ら逆行性腎孟撮影 に使用す る造
影剤は腎孟粘膜 に対 して刺戟性 の少いもので,
影像の鮮明度の許される範囲内に於て稀薄なも
の程良いのである.然 るに同一造影剤に於て濃














鮮明な影像 を得 て,診 断上好都合 であるが,二
つの欠点 が存 在す る.そ の一 つは造影剤注入時
の腎部疹痛 であ り,他 の一 つは腎孟 内への細菌
感染 であ る.
2)造 影剤注入時 の腎部疹痛 に就 き臨床的並
びに実験的研究 を行つたが,本 篇では造影剤 自
体の刺戟性,造 影剤濃度 と疹痛 との 関 係 を述
べ,序 に腎孟像読影可能な最低濃度を調べた.
3)実 験 に使用 した造影剤は,最 近泌尿器科
で一般 に使 用され,市販 されてい る20%(w/v)
ヨー ドナ トリウム,33%(w/v)ス ギウロン,
30%(w/v)ウロコ リン,5096(w/v)ハイペ
ツ ク.60%「(w/v)ウ ログラフイン の5剤 で
あ る.
4)腎 孟 内に注入す る造影剤 の量 と速度をほ
ぼ一定 に した場合,腎 部疹痛 の発現率は ヨード




5)疹 痛 を来 た した症例 に,他 の造影剤を使
用 して比較 した ところ,ヨ ー ドナ トリウムに対
しては全 例疹 痛を来 た し,そ れ 以外 の造影剤に
対 しては疹痛 を来 たす事 は少なかつた.














8)腎 孟像読影に支障 なき範 囲内の造 影剤稀
釈限度 は ヨー ドナ トリウムは13.3%(w/v)
迄,ス ギ ウPソ は220/o(w/v)迄,ウロコ リ
ンは20%(w/v)迄,ハ イペツクは20%t(w/
v)迄,ウ ログ ラフインは20%(w/v)迄であ
つた.
欄筆にあた り終始御懇切なる御指導ならびに御校閲
を賜つた新谷教授に深謝する.
(文献は最終篇に譲る.)
